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感染症発生動向速報  

（令和 3 年第 46 週分・ 11 月 15 日～ 11 月 21 日）  
《 インフォメーション 》 

●世界エイズデー 

後天性免疫不全症候群（AIDS, エイズ）は、ヒ

ト免疫不全ウイルス（HIV）に感染することによ

って起こる免疫不全を伴う疾患です。通常、HIV
に感染してからエイズを発症するまでの期間は数

年から 10 年あるいはそれ以上とされています。

“エイズ”の届出は、エイズに特徴的な症状（AIDS
指標疾患）を発症していない「HIV 感染者」と発

症している「エイズ患者」に分けて報告されます。 
全国における HIV 感染者とエイズ患者を合わせた年間新規報告数は、2013 年の 1,590 件をピー

クとして横ばいからやや減少傾向になっており、2020 年の報告数は 1,094 件でした。県内におけ

る過去 10 年間の報告数は 1～10 件で推移しており、今年は 4 件（HIV 感染者 3 件、エイズ患者 1
件）報告されています（図参照）。 
多剤併用療法の飛躍的な進歩により、HIV 感染者であっても感染の早期把握、治療の早期開始・

継続によってエイズの発症を防ぐことができ、HIV に感染していない人と同等の生活を送ることが

期待できるようになりました。また、治療を継続して体内のウイルス量が減少すれば、HIV 感染者

から他の人への感染リスクが大きく低下することも確認されています。 
12 月 1 日は、国連が提唱する世界エイズデーです。今年は「レッドリボン」が HIV/エイズに関

する運動の世界的なシンボルとして使われ始めてから 30 周年の節目の年になります。今年度の世

界エイズデーのキャンペーンテーマは「レッドリボン 30 周年 ～Think Together Again～」です。

HIV 感染症に関する検査や治療、支援などの知識を身につけ、予防意識の向上や差別・偏見の解消

につながることを期待します。 
 

《 全数報告の感染症 》 
五類感染症 侵襲性肺炎球菌感染症 ２件（①60 歳代、男性 ②70 歳代、男性） 
      梅毒 ３件（①第 45 週診断分：30 歳代、男性、無症候 
            ②50 歳代、男性、早期顕症梅毒Ⅱ期 ③60 歳代、男性、晩期顕症梅毒） 
 

《 定点報告の感染症 》 

 今週の県内上位６疾患 定点あたりの数 

順位 疾病名 今週（増減） 先週 

１位 感染性胃腸炎 3.38（↑） 3.00 

２位 手足口病 3.00（↑） 2.17 

３位 ヘルパンギーナ 1.62（↑） 0.59 

４位 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.62（↓） 0.66 

５位 突発性発しん 0.48（↑） 0.41 

６位 咽頭結膜熱 0.24（↑） 0.10 

レッドリボン 30 周年 

～Think Together Again～ 

 

富山県感染症情報センター 

(富山県衛生研究所内) 
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○感染症発生動向調査報告状況（令和３年第４６週　令和３年１１月１５日～令和３年１１月２１日）

新川 中部 高岡 砺波 富山市 その他 計 新川 中部 高岡 砺波 富山市 その他 計
新型インフルエンザ等

感染症
新型コロナウイルス感染症 379 282 1,079 299 2,150 98 4,287

二類感染症 結核 12 8 32 17 55 124

三類感染症 腸管出血性大腸菌感染症 1 7 1 6 15

四類感染症 Ｅ型肝炎 3 2 5

Ａ型肝炎 1 1

つつが虫病 1 1

レジオネラ症 5 3 15 2 11 36

五類感染症 アメーバ赤痢 1 2 3

ウイルス性肝炎 2 1 3

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 2 2 5 9

急性脳炎 1 1 2

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 6 2 2 10

後天性免疫不全症候群 1 2 1 4

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 1 1 3

侵襲性肺炎球菌感染症 2 2 1 3 16 20

水痘（入院例） 1 1 2

梅毒 1 1 2 2 1 5 1 30 39

播種性クリプトコックス症 2 2

破傷風 1 1

1 1 5 1 6
0.06 0.02 0.38 0.06 0.13

6 6 132 131 1,578 391 834 3,066
0.60 0.21 33.00 43.67 197.25 97.75 83.40 105.72

2 2 2 1 7 47 43 157 7 149 403
0.50 0.67 0.25 0.10 0.24 11.75 14.33 19.63 1.75 14.90 13.90

5 4 9 18 76 39 479 101 286 981
0.63 1.00 0.90 0.62 19.00 13.00 59.88 25.25 28.60 33.83

21 16 7 8 46 98 784 459 618 248 1,409 3,518
5.25 5.33 0.88 2.00 4.60 3.38 196.00 153.00 77.25 62.00 140.90 121.31

1 1 2 1 16 29 22 62 130
0.25 0.10 0.07 0.25 5.33 3.63 5.50 6.20 4.48

2 59 12 14 87 7 2 183 61 33 286
0.67 7.38 3.00 1.40 3.00 1.75 0.67 22.88 15.25 3.30 9.86

1 1 1 1 9 1 20 32
0.10 0.03 0.25 0.33 1.13 0.25 2.00 1.10

2 4 3 5 14 57 32 153 62 143 447
0.50 0.50 0.75 0.50 0.48 14.25 10.67 19.13 15.50 14.30 15.41

2 3 14 28 47 36 33 112 4 88 273
0.50 1.00 1.75 2.80 1.62 9.00 11.00 14.00 1.00 8.80 9.41

1 1 3 2 11 8 13 37
0.13 0.03 0.75 0.67 1.38 2.00 1.30 1.28

5 1 6
5.00 1.00 0.86

1 2 3
1.00 2.00 0.60

2 2
2.00 0.40

2 9 1 12
2.00 9.00 1.00 2.40

1 1
1.00 0.20

インフルエンザによる入院患者（※2） 1 1
本週報のデータは速報値であり、今後、調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。 ※1 その他は県外、居住地非公表分です。　　※2 インフルエンザによる入院患者累計報告数は、令和3年第36週(9月6日)～の集計です。

分類 疾患
今週報告分（第４６週） 累積報告数（令和3年第1週（1月4日）～）

定点疾病

(下段は定点当たりの
患者数を示す)

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

※1 ※1 


